
大
正
岡
M
中
月

n二
十
一
日
明
帰
三
崎
晦
慌
噛
3
4
4
H市
周
一
一
川
一
図
書
汁
)

，~=勾ア庁

- }司プミ; &1"':ヨ五フ1'11 11召干す電車E 日

論

業

給
料
税
局
一
町
一
開
部
…
M

言
明
論
・
・
・
・
・
-
法
昭
二
博
士

購
買
力
平
箇
説
の
一
考
察
・
・
・
・
-
一
女
月
二
博
士

時

間

弘

珊

株
式
把
営
全
の
源
泉
課
税

a
目目

a
-
3早川士

L

読

売

μ山
「
一
慣
幡
形
成
の
機
構
一
の
昨
味
・
-
作
一
江
+
土

銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就

J
7

・
内
-
尚
早
土

中
位
般
の
本
質
・
・
・
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携
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較
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・
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得
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に
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げ
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果
免
一
ミ
し
じ
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J
応
酬

コ
内
ド

4
4

・nれ
司
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ご
】
】
E
U
F
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戸
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緒
言
(
木
論
。
目
的
)

}

ノ

、

，

ノ

、

.

ノ

、

l

、、，J

第
一
段
給
料
税
の
本
質
(
一
給
料
税
の
構
造
A
箔
逸
の
給
料
税
い
臥
課
徴
収
手
緩
ろ
税
率
及
宥
恕
u
b

加
工
改
一
一
具
申
方
法
い
遁
用
給
料
所
得
額
の
限
定

rt
、

〆

k

f

、、

r

t

r

z

、

、

ノ

、

j

、

ノ

、

J

引
一
定
控
除
額
の
附
奥
司
給
料
税
白
一
祝
賀
判
所
得
税
等
四
分
類
に
て
い
消
費
税
の
鑓
盛
る
取
盆
税
は
特
殊
所
得
税
引
一
直
接
間
接
税
の
分
類
に
で
γ

問

i

i

!

r

4

、

/

‘

、

r
，、

6
1

接
税
ろ
直
接
税
)

r
E

、

第
二
段
給
料
殺
の
長
短
(
↓
給
料
枕
の
長
所
山
内
課
枕
技
術
上
向
財
政
収
入
上
向
公
卒
課
税
上
川
遁
義
上
向
枇
曾
政
策
上
川
経
静
政
策
上
司
給
料
戒
の

，，‘、

、
)
、
ノ

)

3

J

、ノ

)

i

短
所
体
経
済
政
策
よ
い
銑
勤
ろ
同
市
明
町
一
公
一
千
課
税
上
い
倹
勤
ろ
鼎
明
「
円
、
祉
曾
政
策
上
町
課
税
技
術
上
)

/
4

、

f

，‘、

結
論
(
金
交
の
要
旨
)
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給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
岨
)
論

第
三
十
巻

A 
ノ、

第
大
崎
菰



• 

3命

叢

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
薬
白
源
泉
課
税
と
し
て
白
)
論

第
三
十
巻

L

』、
，rdノ

第
六
披

緒

仁3

給
料
税
さ
い
ふ
さ
、
欣
盆
枕
の
一
ご
し
て
の
勤
勢
牧
盆
税
の
や
う
じ
も
見
え
る
が
、
並
(
は
賢
は
所
得
税
の
一
構

成
分
子
さ
し
て
、
其
の
源
泉
課
税
に
依
る
も
の
さ
し
て
の
給
料
税
で
あ
り
、
濁
逸
の
買
陣
並
じ
串
問
界
じ
新
し
い

問
題
の
一
さ
な
つ
化
も
の
で
あ
る
。
近
頃
、
縄
逸
話
で

H
h
C
E
g
g
-
E
さ
い
ふ
語
を
用
ゐ
る
ず
」
き
に
此
意
味
で
使

は
れ
る
こ
さ
じ
な
っ
て
居
る
。
丁
度
、
我
圃
に
て
一
定
の
費
本
利
子
所
符
ド
?
ミ
第
二
種
の
所
特
芯
し
て
源
泉

課
税
を
し
て
居
る
、
業
方
法
を
給
料
所
得
に
庫
用
し
て
、
所
得
課
税
の
簡
車
化
を
計
ら
う
ざ
い
ふ
の
で
あ
る
J

源

泉
課
税
の
本
場
た
る
英
圃
に
で
き
へ
、
此
給
料
に
つ
い
て
は
、

源
泉
課
税
が
未
だ
徹
底
し
て
行
は
れ
ぬ
の
じ
、

(
註
一
)
、
濁
逸
仁
て
は
却
っ
て
大
仁
此
に
つ
き
て
の
創
意
を
後
揮
し
ゃ
う
ざ
し
て
居
る
。
此
試
み
は
賓
は
一
九
二

O

年
来
の
こ
さ
で
あ
っ
て
、
賓
施
後
目
前
ほ
浅
く
、
其
結
果
に
つ
い
て
確
貫
な
る
批
評
を
錯
し
得
る
ほ
ど
の
も
の
で

な
い
か
も
知
れ
ぬ
け
れ
ぜ
も
、
併
し
目
下
の
我
圃
の
情
勢
を
顧
み
る
も
、

一
方
に
は
消
費
税
、
特
に
生
活
必
需
品

課
粧
の
睡
減
ご
い
ふ
大
な
叫
び
が
あ
り
、
而
か
ち
之
に
劃
し
て
は
他
方
に
之
が
補
填
財
源
難
ざ
い
ふ
こ
芭
が
あ

る
。
或
は
之
が
矯
め
に
相
讃
積
を
増
率
せ
よ
ご
か
、
所
得
税
を
増
牽
せ
よ
ご
か
さ
も
い
ふ
が
、
此
等
の
案
の
採
用

に
も
、
多
少
蒔
践
す
ぺ
き
の
論
懐
が
あ
り
、
必
や
ふ
ち
之
を
得
策
さ
は
せ
m
H

。
或
は
酒
専
責
の
貫
現
ざ
い
ふ
こ
さ

も
考
へ
ら
れ
や
う
。
此
に
も
若
干
の
故
障
は
あ
る
ぞ
此
方
な
れ
ば
、
ま

r前
者
よ
り
は
蓮
ま
る
ぺ
き
も
の
か
さ



も
恩
ふ
。
が
其
を
別
ざ
し
て
、
所
得
税
に
於
げ
る
給
料
積
、
給
料
の
源
泉
課
税
の
採
用
に
よ
り
て
も
、
何
ほ
ど
か

の
増
肢
が
得
ら
れ
て
、
前
記
の
補
填
財
源
ざ
な
り
、
而
か
も
其
は
技
術
上
簡
易
で
あ
り
、

一
層
の
一
公
平
を
驚
ら
す

所
以
の
や
う
に
思
ふ
。
師
私
濁
逸
式
の
給
料
税
は
、
我
圃
ざ
し
て
も
研
究
す
る
の
貰
盆
あ
る
も
の
芯
思
は
る
、
の

で
、
在
は
蕊
に
其
の
大
要
を
紹
介
し
て
、
買
際
政
治
の
上
に
委
考
資
料
を
供
し
ゃ
う
さ
恩
ふ
も
の
で
あ
る
。

(
註
一
)

英
圃
の
源
泉
課
税
は
我
邦
の
よ
り
は
賢
い
築
閣
に
一
旦
ヲ
て
行
は
れ
で
居
る
が
、
併
し
其
も
主
・
と
し
て
は
財
産
的
の
研
相
府
代
於
て
で
あ
る

ス
パ
イ
サ
ー
は
、
之
に
つ
き
、
源
泉
課
税
法
は
英
国
で
は
、
主
と
し
て
は
財
産
、
配
営
、
及
利
子
に
限
ら
れ
た
O

シ
Z

ヂ
ユ

1
ル

E
白
下
に
課

、、、

せ
ら
る
λ

も
の
に
て
は
、
政
府
役
人
及
織
選
定
艮
の
俸
給
の
外
は
、
遁
例
は
源
泉
控
除
に
で
行
は
れ
な
い
と
い
・
三
、
居
る
町

第
一
段

給

料

殺

の

本

質

一
円
給
料
粧
の
構
造
i

給
料
税
ざ
は
一
睦
何
ん
な
も
の
か
。
之
に
つ
き
で
は
き
霊
の
先
例
を
示
し
、
今

後
、
之
が
可
能
的
な
る
改
造
に
移
ら
う
。

小
山
濁
逸
の
給
料
一
枕

い
其
賦
課
徴
牧
手
績

l
l

mw市
町
村
役
場
ー
ー
ー
に
て
は
、
其
各
管
内
の
各
勢
働
者
の
人
名
表
に
基
き
て
租
税
券
を
作
成
し
、
業
れ
に

業
人
名
及
特
に
業
家
族
航
態
を
記
入
し
・
之
を
各
持
働
者
に
交
付
す
。

言命

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
の
)
論

叢

第
=
一
+
倉

八
六

第
大

披
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議

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
白
〉
論

第
三
十
巻

八
六
四

第
六
務

四

間
勢
働
者
ー
ー
は
之
を
暦
年
の
初
め
に
又
は
其
就
職
に
際
し
て
其
雇
主
に
渡
す
。

(3) 

雇
主

は

ω租
税
持
の
指
示
に
従
ひ
、
各
給
料
支
梯
仁
際
し
租
枕
控
除
を
行
ふ
。
雇
主
は
此
際
(
通
例
は
表
に
よ

り
JL」

一
般
的
宥
恕
、
却
も
副
知
税
給
料
額
、
政
特
費
及
特
別
給
付
概
算
、
及
家
族
宥
部
を
考
慮
し
計
算
す
べ
き
も

の
さ
し
、
更
に
見
積
項
目
(
支
出
賠
償
)
が
院
に
撫
済
に
な
っ
て
居
る
か
否
か
な
吟
味
す
ぺ
き
も
の
ざ
す
る
。

山
門
扉
主
は
斯
(
し
て
給
料
中
か
ら
留
保
し
わ
い
税
棋
を
、
月
一
又
は
二
回
づ
L
.

管
轄
期
政
金
庫
心
、
各

倒
勢
働
者
名
を
見
せ
守
し
て
納
付
す
る
。
三
人
よ
り
多
か
ら
ま
る
勢
働
者
を
有
っ
た
小
経
替
に
て
は
、
税
額
の
高

さ
に
て
印
紙
を
貼
用
し
且
つ
消
印
す
る
。
か
く
て
財
政
金
庫
に
月
一
回
づ
、
、
納
付
税
額
が
留
保
税
額
ご
一
致
す

る
J

』
ご
の
謹
明
書
が
提
出
さ
る
、
こ
さ
に
な
る
。

川

w雇
主
は
各
勢
働
者
の
潟
め
に
、
給
料
勘
定
を
設
け
、
各
崎
労
働
者
別
に
、
給
料
及
税
額
を
記
入
す
る
。

年
末
後
に
な
っ
て
、
彼
が
此
勘
定
に
基
き
、
年
内
に
使
用
し
た
各
勢
働
者
に
掛
っ
た
給
料
及
留
保
さ
れ
た
税
金
額

に
つ
い
て
の
謹
明
書
を
作
る
。
此
が
三
片
よ
h
ノ成
h
ノ
、
其
第
一
片
が
財
務
官
麗
に
送
付
せ
ら
れ
、
第
二
片
が
融
労
働

者
に
交
付
せ
ら
れ
、
第
三
片
は
雇
主
自
ら
留
保
す
る
。
ぬ
問
ほ
一
市
町
村
内
に
住
す
る
勢
働
者
の
凡
ぺ
て
の
も
の
、

前
記
謹
書
の
綿
計
を
計
算
し
て
一
の
報
告
書
に
記
入
す
。
持
働
者
の
要
求
あ
る
ご
き
は
、
雇
主
は
、
融
労
働
者
の
稼

業
柏
駅
欠
の
承
認
の
土
憂
さ
し
て
、
勢
働
者
の
給
料
、
租
柱
、
休
業
期
間
、
疾
病
期
間
等
の
特
別
な
る
需
明
書
を
交



付
せ
な
〈
て
は
な
ら
な
い
c

同
財
務
官
属
1

i
は
常
に
、
其
管
内
の
鰹
管
に
官
吏
を
振
遣
し
て
、
給
料
か
ら
租
税
控
除
の
行
は
る
、
鹿

置
を
吟
味
し
、
並
に
雇
主
の
出
し
た
る
需
明
書
、
並
に
勢
働
者
か
ら
年
末
後
に
出
さ
れ
る
所
の
印
紙
を
吟
味
し
、

且
つ
此
等
の
材
料
を
賦
謀
、
財
政
平
準
、
寺
院
税
の
矯
め
に
利
用
す
る
。
且
又
、
此
が
免
税
額
の
増
加
に
於
げ
る

租
暁
義
務
者
の
願
出
に
用
立
ち
、
留
保
ち
れ
た
る
税
額
の
一
部
又
は
全
部
、
膳
酷
緩
和
の
潟
め
の
返
却
じ
も
用
立

て〉。

ゐ
其
栓
牽
及
宥
恕
1
l
各
所
得
額
よ
h
し
で
は
先
づ
見
積
給
料
額
が
引
去
ら
れ
、
業
蔑
額
仁
一
割
ざ
い
ふ
軍

一
税
率
が
越
用
せ
ら
れ
る
。

町
加
工
改
良
の
方
法

l
l前
記
の
方
法
を
我
邦
の
所
得
税
仁
庭
用
し
、
而
か
も
何
程
か
之
に
改
良
を
加
ふ
る
ご

す
れ
ば
、い

遁
用
給
料
所
得
額
の
限
定
1

i
特
別
源
泉
課
税
を
行
ふ
ぺ
き
給
料
最
高
限
そ
例
之
、
五
千
固
位
じ
定
め
た

ら
何
う
か
。
随
つ
て
は
、
之
を
超
ゆ
る
大
額
の
給
料
は
他
の
一
般
所
得
(
給
料
外
の
動
勢
所
得
、
資
産
所
得
、
責

産
勤
勢
共
働
所
得
)
さ
一
緒
に
累
進
盗
を
適
用
す
る
こ
さ
、
す
る
。
之
に
よ
り
て
間
五
千
回
以
上
の
大
俸
給
者
に

於
け
る
課
税
が
多
少
、
繁
雑
に
な
る
げ
れ
ど
も
、
其
は
金
睦
上
、
少
載
だ
ら
う
か
ら
し
て
忍
ば
れ
得
る
し
、
間
此

源
泉
課
税
方
法
に
よ
り
て
割
合
に
低
き
税
率
が
適
用
さ
る
、
こ
ぎ
に
な
る
注
し
て
、
斯
か
ら
特
典
を
、
あ
ま
り
に

言命

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
白
)
論

'fi. 
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議

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
の
一
)
論

第
一
エ
+
巻

八
六
六

第
六
務

ムノ、

大
な
給
料
取
に
ま
で
も
奥
ふ
る
の
過
ぎ
た
る
も
の
で
あ
る
の
を
避
け
る
こ
さ
の
出
来
る
さ
い
ふ
こ
さ
も
あ
り
、

mw

を
し
て
葉
の
大
な
給
料
者
に
て
は
一
般
所
得
さ
共
に
、
其
大
小
に
鹿
じ
て
一
層
公
正
に
近
、
き
累
準
差
等
課
税
を
行

ム
こ
さ
に
も
な
る
。

ろ
一
定
控
除
額
の
附
輿
ー
ー
か
〈
℃
五
千
園
以
下
の
小
給
料
者
に
源
泉
課
税
す
る
さ
し
て
其
に
適
用
さ
る
ぺ

き
平
均
的
な
る
軍
一
一
税
率
ざ
し
て
は
、
第
二
種
費
本
所
得
の
四
分
又
は
五
分
な
る
さ
封
立
し
て
、
一
て
分
位
が
至
営

で
あ
ら
う
が
、

主
(
を
削
取
り
に
土
豪
ざ
し
て
一
見
に
各
所
得
額
か
ら
し
て
は
給
料
者
の
最
小
生
活
資
料
ざ
し
T
一
定
額

を
引
去
る
ニ
さ
を
詐
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
限
り
に

問
ム
ハ
百
固
さ
い
ふ
一
定
一
様
の
額
ざ
す
れ
ば
、
各
俸
給
者
の
貫
際
の
積
率
は
、
之
に
よ
り
て
も
或
度
の
累

進
が
蓮
せ
ら
れ
る
こ
さ
に
な
る
。
印
ち
(
買
は
濁
逸
の
も
此
結
に
て
は
一
定
額
控
除
の
此
方
法
を
採
る
)
、

さ
。
。
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間
控
除
額
を
大
額
は

f
逓
減
す
る
こ
さ
、
す
れ
ば
(
暗
禁
駐
品
調
一
切
町
一
ト
日
日
間
一
日
μ
駒
山
町
村
一
一
泊
比
一
議
日
ト

訂
倣
)

さ
c
e
-
-凶
C
C
H品
C
C
X
岡
山
一
回

H
』
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此
方
法
の
方
が
前
者
よ
り
は
一
層
会
卒
で
も
あ
り
、
特
に
此
特
典
仁
奥
か
ら
泊
五
千
回
以
上
の
大
給
料
者
三
の
間

の
釣
合
も
一
層
良
〈
取
れ
る
こ
さ
じ
な
る
の
だ
が
、
併
し
質
行
上
、
雇
主
に
取
b
て
も
一
屠
厄
介
で
あ
り
、
官
鹿

の
取
締
も
一
層
面
倒
ざ
い
そ
』
ざ
が
あ
る
。
備
は
此
方
法
を
賞
行
す
る
ぎ
し
て
、
奮
来
の
一
般
税
率
に
も
或
度
ま

で
均
衡
上
、
盤
改
を
加
へ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

二
給
料
税
の
穂
質

同
所
得
税
牧
盆
税
消
費
税
交
通
一
枕
の
分
類
中
に
就
き
で
は
先
以
て
此
が

い
消
費
税
の
聾
瞳
さ
も
い
は
れ
得
る
。
卸
も
之
に
よ
ち
て
可
な
b
低
き
給
料
者
に
も
容
易
仁
若
干
の
負
擦
を

言命

叢

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
で
白
)
論

第
三
十
巻

八
六
七

第
六
務

七



言命

叢

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
白
源
泉
課
税
と
し
て
白
)
論

A 

第
三
十
巻

八
六
八

第
六
披

鴻
き
し
め
て
、
従
来
の
消
費
税
に
少
く
さ
も
英
一
部
は
代
り
ざ
な
り
得
る
の
で
、
消
費
税
の
麗
韓
さ
も
さ
れ
得
る

の
だ
が
、
併
し
貫
際
此
は
消
費
を
課
す
る
税
ご
い
ふ
よ
り
は
、
所
得
を
課
す
る
税
で
あ
り
(
註
二
)
、
従
来
の
消
費
税

が
む
し
ろ
所
得
を
課
す
る
一
方
法
さ
さ
へ
も
考
へ
ら
れ
る
の
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
之
を
消
費
税
の
接
種
ざ
い
ふ
よ

り
は
、
所
得
税
の
一
部
古
見
る
を
勝
れ
'q
せ
す
る
。

u
d
y
ナ
ー
は
、
給
料
税
は
、
濁
捕
時
租
税
鵠
系
中
に
て
康
聖
大
衆
の
責
擦
に
関
す
る
だ
け
に
て
は
、
所
得
税
の
地
位
に
現
は
る
と
い
ふ
I
J
V

(
健
二
)

ろ
牧
接
税
J

と
も
い
は
れ
得
る
。
此
給
料
粧
が
給
料
芯
い
ふ
特
殊
の
所
得
分
科
に
、
箕
源
泉
に
就
h
l

て
課
す
る

の
だ
か
ら
、

一
の
牧
盆
税

rさ
も
い
は
れ
得
る
(
詮
=
一
v
。
丁
度
、
業
は
土
地
の
牧
盆
又
は
所
得
を
土
地
に
つ
い
て
謀

す
る
地
租
を
牧
盆
税
ぜ
錯
し
、
家
屋
又
は
管
業
の
牧
盆
乃
至
所
得
を
家
屋
又
は
替
業
に
就
い
て
課
す
る
家
屋
穂
、

替
業
税
を
牧
盆
税
ざ
す
る
さ
同
じ
さ
も
見
ら
れ
る
。
併
し
此
が
一
一
般
所
得
税
の
外
部
に
立
っ
て
之
さ
並
行
し
て
課

せ
ら
る
、
の
で
な
〈
、

一
般
所
得
税
の
内
部
に
あ
b
て
軍
に
課
税
技
術
上
の
便
宜
か
ら
特
別
例
外
的
課
積
を
す
る

の
に
止
ま
る
か
ら
、
む
し
ろ
牧
盆
税
さ
せ
令
、
所
得
税
の
一
部
ざ
し
て
、
業
特
例
ざ
し
て
、
業
の
特
別
源
泉
課
税

部
ざ
す
る
を
蛍
れ
り
ざ
す
る
。

(
註
三
〉

タ
ラ
イ
ン
ウ
エ
ヒ
タ
1
は
、
此
給
料
税
と
同
様
な
る
源
泉
課
税
に
依
る
所
D
、
英
園
田
所
得
税
を
以
て
、
収
金
税
と
所
得
税
と
の
申
問

物
と
鴛
し
、
此
が
峻
金
税
に
近
づ
〈
。
何
ぜ
と
な
れ
ば
此
が
所
得
在
、
種
々
の
部
に
分
ち
、
且
つ
其
各
部
を
、
其
根
源
に
於
で
捕
捉
せ
ん
と
す

る
か
ら
と
い
ふ
が
、
ヘ
ヴ
ケ
ル
も
、
之
を
以
て
、
英
外
形
は
所
得
税
に
偏
傍
ナ
る
け
れ
ど
も
、
其
内
容
は
事
賃
上
、
合
理
的
な
る
牧
盆
課
税
の

組
系
だ
と
鴛
し
、
グ
ル
シ
ツ
エ
ル
も
、
此
が
人
税
と
物
税
と
の
聞
の
橋
を
成
し
、
位
キ
に
し
て
後
者
に
計
算
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
て
居
る
。

Rinner， a. a. O. s.. 36. 
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、‘，
Jは
特
殊
所
得
税
1

l
又
は
特
別
な
る
所
得
税
部
ぎ
す
る
さ
い
ふ
の
が
最
歪
営

rr』
い
ふ
こ
さ
は
、
上
来
い
ふ

f

，‘、

所
か
ら
明
か
で
あ
る
。

例
直
接
税
間
接
税
(
負
控
の
直
接
間
接
の
意
味
に
て
)
の
分
類
中
に
つ
い
て
は
、

い
間
接
税

l
l此
税
に
於
け
る
雇
主
を
納
税
義
務
者
さ
見
れ
ば
、
此
が
間
接
税
だ
ぜ
も
い
は
れ
る
こ
さ
に
な

る
け
れ
J

ず
し
も
.

ろ
直
接
税
1

1
併
し
雇
主
は
恐
ら
く
は
軍
な
る
徴
税
機
閉
ざ
見
る
ぺ
〈
(
註
四
)
、
政
府
の
徴
柱
を
助
く
る
も
の

ぜ
す
れ
ば
、
崎
労
働
者
が
む
し
ろ
義
務
者
ざ
い
ふ
こ
ぜ
に
な
り
、
随
ふ
て
此
税
は
我
邦
の
在
来
の
第
二
種
所
得
税
ご

同
じ
ゃ
う
に
、
直
接
税
芝
し
て
可
い
(
註
五
)
。

(
註
四
)

此
枕
に
て
は
、
一
展
主
が
租
税
徴
牧
者
と
し
て
共
カ
ナ
る
も
白
と
見
ら
れ
る
。

(
註
五
)

H
Y
ナ
ー
は
、
給
料
税
は
、
大
衆
資
擦
の
中
に
で
の
車
一
な
賦
課
税
(
直
接
税
)
だ
と
い
ふ
て
居
品
。

第
二
段

給
料
税
の
長
短

給
料
税
の
本
質
は
上
の
加
し
ぎ
し
て
、
き
て
此
が
長
短
却
何
を
見
る
の
仁
、

一
給
料
税
の
長
所

山
内
課
税
技
術
上
|
給
料
職
の
語
以
上
の
如
し
さ
す
れ
ば
、
喜
一
の
特
徴
乃
至
功
績
は
課
税
技
術
上
で
な

言品

給
料
(
所
得
税
に
於
げ
る
給
料
白
源
泉
課
枕
と
し
で
の
)
論

丸

第
三
十
容

叢

八
六
九

第
六
競

6"; Rinner， a. a. O. 1[0， 
7) Rinner， a. a目 o.s. 3o. 



3品

叢

給
料
(
所
得
税
に
於
げ
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
白
)
論

O 

第
三
十
巻

第
六
時
前

八
七

O

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
此
が
徴
税
の
簡
箪
な
る
こ
之
、
随
つ
て
は
比
較
的
徴
税
費
少
〈
し
て
確
貫
で
も
あ
り
、
便

宜
に
も
合
す
る
こ
ぜ
か
其
長
所
で
あ
る
。
詳
し
く
い
人
さ
、
移
動
性
の
少
き
比
捜
的
有
力
な
る
少
数
の
雇
主
に
就

い
て
而
も
他
人
の
鴻
め
に
捕
は
し
む
る
さ
い
ふ
こ
さ
は
、
多
数
の
異
動
性
大
な
る
、
買
力
の
乏
し
き
勢
働
者
ド
つ

い
て
取
る
よ
り
も
、

一
層
少
費
に
し
て
而
か
も
遺
漏
な
き
ゃ
『
得
る
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
(
詮
大
)
。
特
に
又
、
此
雇
主

の
報
告
に
従
ふ
て
勢
働
者
の
所
得
を
課
す
る
の
方
法
は
、
義
務
者
自
身
の
申
告
に
よ
り

τ取
る
所
の
一
般
の
所
得

枕
、
就
中
、
替
業
所
得
等
に
闘
す
る
も
め
よ
り
も
一
層
精
搬
な
る
を
得
る
(
誌
と
n
u
r
u
y

此
仁
徴
税
補
助
機
関
ぜ
な

る
所
の
雇
主
に
取
り
で
は
可
な
り
厄
介
で
あ
り
迷
惑
だ
さ
い
ふ
こ
ず
」
は
兎
れ
な
い
け
れ
ざ
も
、
州
労
働
者
ご
い
ふ
義

務
者
か
ら
見
れ
ば
極
め
て
便
利
な
方
法
に
て
取
ら
る
、
ご
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の
一
雇
一
主
の
厄
介
ざ
い
ふ

こ
さ
は
あ
っ
て
も
、
其
の
矯
め
の
彼
の
徴
税
費
の
負
槽
ぜ
い
ふ
ら
の
は
、
左
ま
で
大
な
る
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
(
註
八
)
。

向
此
方
法
の
簡
単
、
容
易
と
い
ふ
こ
と
を
稗
揚
ナ
る
も
の
卜
!
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
此
源
泉
課
税
方
法
が
祖
棋
の
徴
牧
を
簡
単
化
し
た
と

矯
し
、
シ
ル
ヲ
ス
も
同
事
を
い
ひ
、
コ
ン
ラ

1
ド
も
、
此
方
法
に
よ
り
で
徴
牧
が
容
易
主
せ
ら
る
主
居
川
和
。

、
.
、
、
、

仰
徴
税
貧
白
少
奇
こ
と
を
奉
ヤ
る
も
の
|
|
ヂ
1
ツ
エ
ル
は
、
比
方
法
に
は
徴
牧
賓
の
小
さ
い
こ
と
が
其
桟
擦
と
な
る
と
鴛
し
、
ス
パ
イ
サ
I

(
註
穴
)

も
、
此
が
徴
税
の
矯
め
の
不
要
な
る
費
用
の
大
な
る
額
を
節
ナ
と
鴛
し
、
ジ
エ

Y

セ
ン
も
、
此
方
法
の
利
療
日
行
政
を
相
封
的
に
経
礎
的
た
ら

し
む
る
こ
と
だ
と
い
ひ
・
F
シ
ナ
ー
も
、
給
料
税
が
賦
課
所
得
税
に
取
り
て
有
づ
大
な
技
術
上
回
重
要
性
、
賦
課
機
関
白
責
擦
を
聴
く
ナ
る
こ

と
だ
と
い
ふ
。

Robinson， Public finance. p・35..Shirras， Publk自nance.p. 273. Cυnrad， Fw. 
9 AuB. s. 60. 
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間
義
務
者
四
便
宜
を
奉
C
る
も
の
J
l
|
ジ
エ
ン
セ
ン
は
、
此
方
法
白
利
金
は
税
務
官
吏
の
吟
味
的
誇
索
を
不
要
と
す
る
に
あ
り
と
免
し
、
ツ
シ

y
ス
キ
ー
も
、
此
主
義
白
長
所
と
し
て
、
賓
際
所
得
の
捕
捉
が
義
務
者
の
人
的
事
情
に
侵
入
す
る
こ
と
た
〈
し
で
容
易
と
せ
、
b
る
ふ
こ
と
を
事

仙
門
確
貨
に
捕
捉
さ
れ
得
る
こ
と
を
奉
円
、
る
も
白
、
|
|
此
は
主
と
し
て
は
、
中
間
人
叉
は
他
人
の
矯
め
に
梯
ふ
者
は
、
終
局
人
即
ち
向
己
の
矯
め

に
挽
ふ
者
よ
り
も
一
一
層
正
直
だ
と
い
ふ
原
則
に
基
〈
の
で
あ
り
、
此
事
は
、
ヂ
1
ヴ
エ
ル
、

ロ
ヴ
ヴ
、
グ
ル

Y

ツ
ヱ
ル
、
チ
ス
カ
等
問
視
〈
所

で
あ
る
。
其
他
、

ザ
イ
ヤ
1
等
、
此
方
法
に
於
げ
る
腐
儒
申
昏
白

ア
リ
ス
ト
ア
、
.
ヒ
ゲ

l
、
ス
パ
イ
サ

l
、
パ
ス
テ

1
プ
ル
、

セ
リ
ゲ
7

ン、

少
き
と
と
を
暴
げ
、
夏
b
に、

リ
ン
ナ
I
は
、
此
に
よ
り
小
額
白
津
山
を
追
跡
す
る
代
り
に
、
租
枕
金
庫
が
唯
少
数
の
大
鰻
を
扱
ふ
こ
と
L

な

り
、
精
確
に
且
つ
精
密
に
牧
入
ナ
る
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
何
ぜ
と
な
れ
ば
租
税
の
支
椀
が
慣
れ
た
手
に
よ
り
て
行
は
る
・
み
か
ら
と
い
ふ
て
農

句。c
(
髭
・
セ
)

リ
y
ナ
ー
は
、
雇
主
の
給
料
報
告
に
依
る
勢
働
所
得
田
捕
拡
が
、
他
の
所
得
種
類
目
指
捉
よ
り
も
一
層
頁
〈
賦
課
所
得
税
白
目
的
を
遣

す
と
い
ふ
て
足
る
。

(
註
八
)

7

イ
ヤ

1
は
、
各
箇
の
経
替
に
之
が
矯
め
生
ず
る
責
措
は
、
人
が
最
初
に
想
像
す
る
府

E
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
何
ぜ
と
な
れ
ば
給

料
控
除
に
結
付
い
た
多
〈
の
仕
事
は
、
大
部
分
、
他
由
理
由
か
ら
経
替
に
於
い
て
一
免
さ
れ
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
も
の
だ
か

b
。
尤
も
其
に
も
拘
b

ず
唯
だ
給
料
税
に
て
白
私
生
ず
る
待
段
な
る
仕
事
が
あ
る
。
と
い
ふ
。
品
同
ほ
申
濁
の
中
位
白
大
さ
の
ア
ル
ミ
昌
ユ

1
ム
工
場
に
て
ほ
此
費
用
の

給
料
陀
封
ナ
る
割
合
が
千
分
一
と
見
積
も
ら
れ
た
。
濁
透
羊
宅
及
毛
工
業
由
一
庖
主
聯
合
に
て
は
此
を
千
分
の

ふ
と
と
だ
。
叉
以
で
英
の
左
し
て
大
な
も
白
で
な
い
こ
と
を
知
り
得
る
。

一
-
一
二
五

ξ
見
積
も
っ
た
主
い

例
財
政
牧
入
上
|
|
前
に
い
ふ
所
か
ら
し
て
推
測
し
得
る
や
う
じ
、

此
課
税
に
よ
り
て
遺
漏
が
少
〈
な
り

E
つ

徴
税
費
が
少
く
て
潜
む
の
で
ゐ
る
か
ら
、
随
つ
て
は
財
政
牧
入
が
之
に
依
ら
な
か
っ
た
場
合
に
比
し
て
一
屠
大
な

Z荷

叢

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
在
し
て
の
)
論

八
七

第
六
時
抗

第
三
十
巻

Jensen， 1. c. p. 347. TnschinskI， Fw. s. 69 
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1命

叢

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
白
源
泉
課
税
と
し
て
の
)
論

第
三
十
巻

八
七

第
六
披

る
を
得
る
(
詮
九
)
。
特
に
此
に
よ
り
で
は
、
夫
の
直
接
賦
課
法
に
依
っ
た
な
ら
ば
不
課
税
ご
す
る
外
な
き
、
可
な
り

小
さ
な
所
得
者
た
る
勢
働
者
じ
も
謀
し
得
る
こ
ご
に
よ
り
て
も
之
を
助
く
る
。
ぞ
れ
か
ら
此
方
法
に
よ
り
て
財
政

牧
入
ド
一
居
多
〈
確
貫
性
を
奥
ふ
る
さ
い
ふ
こ
ご
も
あ
る
(
註
一
O

)

O

(
包
丸
)

ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
レ
ル
ラ
ス
、
エ

1
4
ル
ヒ
等
、
源
泉
課
税
方
法
の
多
岐
を
設
く
。
倫
ほ
セ
M

ツ
グ
マ
シ
は
、
英
国
に
於
で
此
原
則
白
採
用

が
一
事
に
し
て
収
入
を
倍
と
し
た
と
鴛
し
、
直
接
課
税
白
濁
逸
制
産
(
給
料
視
を
別
に
し
て
)
が
、
財
政
上
の
匙
か
ら
は
、
英
闘
の
源
泉
課
枕
制

度
目
知
〈
高
足
白
も
の
で
は
な
恥
っ
た
と
い
向
。

「
中
主
町
、
J

J

rat
〈、

ア
リ
戸
ト
ア
は
、
英
米
4

一
闘
に
で
源
泉
謀
枕
主
義
維
持
の
斜
め
に
行
は
る
zu
設
は
、
件
且
'
取
入
的
確
貨
と
い
ふ
寅
際
的
利
金
な
の
で
あ

る
と
い
ふ
で
居
る
。

向
日
常
卒
課
税
上

l
ー
に
は
、
第
一
に
は
之
に
よ
り
て
措
労
働
者
の
聞
に
遁
粧
の
殆
ん
ど
な
〈
な
る
こ
さ
じ
よ
ち
て
、

夫
の
牧
得
者
課
税
主
義
の
下
に
於
げ
る
よ
り
も
一
層
会
卒
な
り
得
る
ご
い
ふ
こ
さ
が
あ
ら
註
一

一
)
.
第
ニ
じ
は
他

方
に
資
産
所
得
者
に
劃
す
る
源
泉
課
税
が
行
は
る
、
ご
し
て
(
我
邦
の
第
二
種
所
得
の
如
き
)
、
此
さ
並
ん
で
勢
働

者
の
源
泉
課
税
に
よ
り
て
、
後
者
を
前
者
よ
り
も
明
か
じ
低
き
税
率
に
て
課
す
る
こ
ご
、

L
て
、
雨
者
の
聞
の
公

平
を
得
し
む
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
あ
る
(
註
一
二
)
O

第
三
に
は
、
奔
し
く
勤
勢
者
中
に
で
も
、
前
記
の
加
工
改
良
の
方

法
い
い
よ
り
で
は
、
或
度
ま
で
勢
働
所
得
の
大
小
に
臆
じ
て
差
等
課
税
を
免
し
得
る
ず
」
い
ふ
こ
さ
も
あ
る
し
、
第
四

に
は
此
税
が
一
部
、
雇
一
主
の
負
携
に
臨
す
る
に
せ
よ
、
崎
労
働
者
の
負
措
さ
な
る
可
能
性
も
あ
っ
て
(
註
=
ョ
、
其
れ

rけ
に
て
は
能
力
乏
し
き
彼
等
の
負
措
を
加
ふ
る
の
弊
あ
る
が
如
く
で
も
ゐ
る
け
れ
ざ
も
、
斯
く
し
て
彼
等
の
直

.5. 299 All日

ロ Rinner，a. a. O. 5. 40 
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接
負
擦
を
加
へ
る
こ
ご
は
、
夫
の
間
接
消
費
税
に
よ
り
て
彼
等
を
負
は
す
よ
り
も
・

一
層
負
措
の
会
平
を
得
し
む

る
ぜ
い
ふ
こ
さ
も
あ
る
(
註
一
四
)
O

ヂ

1

ツ
ー
ル
は
、
源
泉
課
税
主
義
に
よ
り
て
、
寅
際
の
所
得
に
依
る
義
務
者
の
責
婚
が
、
取
得
者
課
税
主
義
に
よ
り
で
よ
り
も
、
異

常
に
一
層
確
か
に
違
せ

b
れ
る
k
い
ふ
て
居
る
。

(
註
-
一
)

(
臨
士
一
)

今
日
の
我
岡
所
得
税
下
に
で
は
、
資
産
所
得
者
た
る
第
二
穂
所
得
者
は
業
所
得
の
大
小
を
問
は
ず
、
随
っ
て
幾
ら
大
な
額
の
で
も
、

四
分
又
は
五
分
の
課
税
を
せ
ら
れ
る
の
に
、
動
勢
所
得
者
だ
』
異
准
率
が
滴
用
せ
ら
れ
、
随
ワ
で
大
昔
た
も
の
に
ナ
る
』
、
四
分
、
五
分
以
上

の
古
同
曹
率
巴
遁
周
吉
る
る
不
都
合
を
も
生
ず
る
。

川
刊
或
は
鱒
鰍
に
ワ
い
で
は
、
給
料
税
が
源
泉
課
税
法
に
よ
り
て
取
、
白
る
る
か
、
後
か
ら
賦
課
手
慨
に
よ
り
て
取
、
b
る
る
伽
に
は
殆
ん

E
匪
別
な
し
と
も
町
ふ
。
此
も
一
円
J
D
見
解
で
は
あ
る
が
、

〈
富
士
-
C

山
内
併
し
此
源
泉
課
税
法
に
よ
り
て
少
〈
と
も
腕
労
働
者
白
責
措
と
な
る
可
龍
性
も
あ
っ
て
、

一
部
は
柚
労
働
者
自
費
搬
に
蹄
す
る
。
其
は
稔
質
上
よ

り
と
、
経
潜
界
の
景
品

-
F
b
k
に
因
る
。
川
向
即
ち

p
y
ナ

l
は
、
給
料
税
は
物
檀
の
性
質
上
、
穂
嫁
ナ
べ

ι
r
b
ざ
る
も
目
だ
と
然
し
、
似
マ
イ

ャ
ー
は
、
普
人
の
現
在
的
経
蹄
朕
咽
叫
に
於
て
、
大
い
に
制
限
せ
ら
れ
た
る
替
利
可
能
に
際
し
、
而
か
〈
雌
労
働
力
白
大
脅
庁
供
給
が
支
即
す
る
庭

で
は
、
肺
労
働
組
合
が
、
企
業
者
を
し
て
、
殺
を
含
む
ほ
ど
高
〈
卒
均
給
料
を
高
く
定
め
る
こ
と
に
餓
儀
な
か

b
し
む
る
が
知
骨
勢
力
を
有
ワ
こ

と
は
全
〈
排
除
せ
ら
る
と
鴛
ナ
。

マ
イ
ャ
ー
が
、
努
働
者
の
大
衆
が
此
粉
を
課
せ

b
れ
な
い
と
き
に
は
、
乱
世
正
な
る
成
形
が
頗
る
六
っ
か
し
〈
な
る
と
い
h

山
危
険
あ
り

〆町、

註
と
魚市
す19)己。
の
t士
之
を
指
ナ。

m山
道
義
上

1
l此
給
料
一
税
が
消
費
税
に
於
け
る
間
接
負
轄
に
代
る
だ
け
に
て
は
、
勢
働
者
の
負
躍
さ
し
て
彼
等

の
負
携
意
識
を
進
め
、
彼
等
の
園
民
自
費
を
促
が
す
こ
ご
を
得
る
。

但
し
此
事
が
今
日
、
そ
ん
な
に
大
な
重
さ
を

言命

叢

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
の
)
論

八
七
三

第
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三
十
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言台

第
二
一
十
巻

八
七
四

第
六
時
抗

阿

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
諒
泉
課
税
と
し
て
由
)
論

議

持
た
ぬ
か
も
知
れ
な
い
。
ゾ
』
い
ふ
の
は
、
第
一
、
此
課
税
方
法
が
異
の
直
接
課
税
法
で
な
く
し
て
、
直
接
怯
さ
間

按
法
ど
の
中
間
物
で
あ
る
し
、
第
二
に
、
勢
働
者
の
国
民
自
費
ざ
い
ふ
こ
之
が
、
此
租
税
を
別
芯
し
で
も
、
今
日

相
嘗
に
謹
ん
で
居
る
ぜ
も
い
は
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
(
証
一
五
)
。

〈
註
四
五
〉
?
イ
ャ
ー
は
日
〈
、
給
料
枕
の
牒
止
は
、
勢
働
者
が
国
家
的
維
持
に
積
極
的
且
つ
直
接
に
貰
献
す
べ
空
白
襲
在
中
桐
士
な
く
で
は
な
ら

ぬ
か
ら
問
題
と
な
り
得
ぬ
と
い
ふ
考
へ
が
、
刷
労
働
者
に
て
は
今
日
は
、
左
な
〈
と
も
、
彼
の
小
た
物
を
同
一
策
の
維
持
に
貢
献
ナ
る
消
費
を
斑
〈

有
つ
か
ら
、
し
て
の
み
、
反
劃
き
る
る
と
聖
に
.
馳
労
働
者
の
直
接
税
よ
り

L
て
の
現
除
は
、
此
理
由
よ
り
し
て
は
紫
止
せ
ら
れ
な
い
止
。

同
枇
合
政
策
上

l
l給
料
税
が
天
引
課
税
せ
ら
れ
て
冥
が
勢
働
者
の
負
櫓
に
な
る
か
な
ら
ぬ
か
は
一
概
に
は
い

へ
や
、
崎
労
働
の
需
給
子
係
に
も
か
、
り
(
註
一
六
)
、
勢
働
組
合
の
雇
主
に
劃
す
る
勢
力
の
強
弱
に
も
か
」
り
詮
一
七
)

勢
賃
の
高
さ
に
も
か
、
る
(
註
一
八
)

け
れ
J
f

」
も
、
少
〈
守
」
も
此
が
一
雇
主
の
負
曜
に
踊
す
る
さ
い
ム
ニ
さ
も
あ
り
得

る
。
そ
し
て
其
は
同
も
の
で
も
勢
働
者
に
就
い
て
課
せ
ら
れ
た
さ
き
に
比
し
て
は
此
場
合
に
、
雇
主
の
負
擢
仁
蹄

す
る
ニ
さ
(
即
ち
雇
主
に
於
て
税
だ
け
勢
賃
か
ら
控
除
の
出
来
ぬ
二
さ
に
な
る
こ
ぜ
)
が
一
一
暦
多
い
。
崎
労
働
者
に
就

い
て
謀
せ
ら
れ
た
さ
き
に
で
も
、
勢
働
者
か
ら
給
料
引
上
運
動
ざ
な
り
、
結
局
、
雇
主
の
負
捲
仁
師
す
る
こ
さ
、

も
な
り
得
る
け
れ
ざ
も
、
其
に
は
烈
し
き
争
闘
を
要
し
、
勢
働
者
に
て
其
迄
に
可
な
り
の
犠
牲
を
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
で
此
方
法
の
下
に
勢
働
者
が
負
措
守
避
け
る
こ
さ
が
一
層
多
く
、
そ
し
て
勢
働
者
自
ら
の
負
櫓
に
蹄
す

る
さ
し
て
も
、
彼
が
直
接
に
取
ら
れ
た
よ
り
も
、
雇
主
に
つ
い
て
取
ら
れ
た
万
が
、
勢
働
者
に
さ
り
て
負
携
の
一

層
集
な
る
戚
知
が
あ
る
(
註
一
九
)
。
此
等
か
ら
い
ふ
て
此
方
法
の
選
む
ぺ
き
も
の
が
あ
る
つ

~Ieyer， a. a. O. s. 7. :001 



(
註
=
ハ
〉

前
出
欽
一
三
参
照
。

F
ン
ナ
ー
は
、
勢
働
組
合
が
緩
績
的
に
勢
働
力
の
一
大
部
を
刷
労
働
市
場
か

b
遠
ぎ
付
、
以
て
租
税
に
相
営
な
る
勢
貨
の
引
ょ
を
生
ず

の-

る
と
曹
に
の
み
、
轄
嫁
を
生
ず
る
を
得
と
い
ふ
て
、
勢
働
組
合
に
よ
り
て
腕
労
働
者
か
ら
雇
主
に
縛
嫁
ナ
る
と
と
の
却
々
六
づ
か

L
膏
こ
と
を
競

(
註
-
・
宅
)

。

H
Y
ナ
I
は
、
此
租
殺
が
最
小
生
活
資
料
の
貢
婚
と
な
る
と
壱
に
、
轄
嫁
が
必
然
に
現
は
れ
な
〈
で
は
た
ら
ぬ
は
い
ふ
と
と
が
一
般

に
認
め
ら
る
と
匁
し
、
マ
イ
ャ
ー
も
、
最
小
生
活
資
料
に
遣
す
る
給
料
税
に
で
は
、
給
料
枕
む
轄
践
が
必
要
と
な
る
と
然
ギ

(
註
-
八
)

(
註
-
丸
)

ベ
ラ
フ
エ
ル
デ
ス
は
、
此
方
法
に
よ
り
て
被
税
者
の
一
大
部
が
、
国
家
に
封
し
て
寅
ふ
所
の
額
を
見
ず
、
随
ワ
て
租
税
を
一
層
軽
易

に
頁
携
ナ
る
と
と
と
h
u
る
k
鴛
し
、
シ
ル
ラ
ス
も
、
納
秘
義
務
者
が
寅
際
に
其
手
を
遁
苫
ず
し
て
椛
除
せ
ら
る
る
租
積
回
一
負
鳴
を
最
小
〈
感
f

二
、
白
台
ヨ
ド

1

0

y
、
ekp
，

何
経
済
政
策
上

!
l此
が
徴
税
費
の
少
与
す
こ
さ
は
上
じ
も
い
ふ
通
り
ロ
が
、
此
方
法
に
よ
り
て
、
直
接
課
税
法

に
よ
る
よ
句
も
、
勿
論
、
間
接
消
費
税
に
よ
る
よ
り
も
一
唐
少
費
た
る
を
得
る
の
で
、
其
れ
だ
け
に
て
国
民
経
梼

上
有
盆
で
あ
り
、
企
業
者
の
負
携
を
加
ふ
る
ご
レ
ふ
こ

F
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
之
あ
る
が
故
に
彼
仁
一
於
り
る
産
業

の
合
理
化
を
進
め
る
さ
い
ふ
こ
さ
も
あ
り
、
又
此
に
て
は
比
較
的
大
な
所
得
者
の
蕗
に
て
納
税
が
行
は
る
、
の
で

細
民
じ
於
け
る
其
さ
異
り
、
信
用
方
便
に
よ
る
納
税
が
一
層
多
く
行
は
れ
て
、
此
が
矯
め
現
金
の
使
用
を
節
す
る

ぜ
い
ふ
こ
さ
の
園
民
経
済
上
の
利
も
あ
る
(
喜
一

o
y

(
註
二

O
)

p
y
ナ
l
は
、
此
給
料
税
に
於
け
る
委
任
方
法
が
、
所
得
税
の
小
さ
な
納
税
者
に
で
今
も
宵
ほ
行
は
る
る
現
金
支
携
に
謝
L
、
現
金

な
き
交
遁
の
凡
べ
で
の
長
所
を
有
ワ
と
い
ふ
。

論

叢

給
料
(
所
得
枕
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
の
)
論
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さム
画問

叢

給
料
(
所
得
税
に
於
げ
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
白
)
論

第
三
十
巻

第
六
時
抗

ー/、

へ
七
六

ニ
給
料
税
の
短
所

凶
器
政
策
上

l

け
快
賠
|
|
此
方
法
に
よ
る
宇
芦
田
仁
、
雇
主
か
ら
し
て
拙
労
働
者
へ
負
曜
を
移
す
こ
さ
が
園
難
で
あ
り
、
業
を

自
ら
負
ふ
こ
さ
に
な
る
だ
け
其
企
業
の
生
産
費
を
大
な
ら
し
め
、
且
つ
彼
れ
一
廉
主
じ
於
て
徴
税
費
を
些
少
な
り
さ

も
負
櫓
す
る
こ
さ
に
よ

b
て
も
同
結
果
ぜ
な
ら
し
め
、
か
く
て
此
方
法
が
粧
漕
上
の
後
展
を
問
時
す
さ
い
ふ
ζ

f」

が
此
が
快
知
一
ど
い
は
れ
る
。
〈
詰
二
一
〉
リ

守
イ
ヤ

1
は
、
反
封
説
に
て
は
、
此
が
経
溌
の
不
生
産
的
責
措
と
せ

b
る
る
と
い
ふ
て
居
U
F

。

(
註
ニ
一
)

的
解
明
|
|
併
し
第
一
に
は
恰
か
も
期
か
る
企
業
の
負
携
を
加
ふ
る
傾
あ
る
も
の
だ
か
ら
し
て
、
企
業
者
を

刺
戟
し
て
、
合
理
化
を
進
め
以
て
経
糟
界
の
義
建
に
賛
す
る
さ
い
ふ
こ
ぜ
も
あ
る
し
、
第
一
一
に
は
、
国
民
経
掛
さ

し
て
は
此
税
を
何
慮
か
で
負
携
す
る
外
な
し
さ
し
て
、
其
徴
税
費
が
直
接
課
税
方
法
に
よ
る
よ
り
も
、
此
方
法
に

よ
り
て
一
一
暦
少
き
を
得
る

rけ
、
鰹
櫨
胴
上
一
一
暦
有
盆
さ
も
い
へ
る
し
、
此
税
般
入
が
峠
労
働
者
の
消
費
税
に
於
け
る

間
接
負
携
に
代
b
得
る
だ
け
に
て
は
、
徴
牧
多
費
な
る
此
間
接
種
に
比
し
て
も
一
層
有
盆
行
ざ
い
ふ
を
得
る
。

例
会
卒
課
税
上
|
|

い
挟
賠
|
|
第
一
に
は
此
方
法
に
よ
り
て
は
、
勢
働
者
の
給
料
に
於
げ
る
能
力
し
か
掴
ま
子
、
業
金
き
能
力

を
押
へ
る
ζ

さ
が
出
家
守
、
勢
働
所
得
以
外
の
能
力
の
大
小
を
考
慮
せ
ぬ
ざ
い
ム
快
勤
を
見
れ
な
い
(
註
ニ
ニ
)
。
第

}Ieyer， a. a. O. s. 7・25) 



こ
に
は
、
本
来
勢
働
者
に
負
は
き
る
。
へ
き
も
の
が
此
方
法
に
よ
h
'
て
一
層
多
〈
雇
主
に
蹄
す
る
こ
さ
の
あ
る
だ
け

に
て
は
、
不
営
で
あ
り
又
不
一
公
平
だ
ご
も
い
は
れ
得
る
(
註
三
ユ
)
。
第
三
に
は
此
方
法
に
よ
り
で
は
‘
直
接
課
税
の

場
合
に
比
し
て
一
層
小
な
所
得
者
の
負
携
を
課
す
る
可
能
性
が
ゐ
っ
て
、
此
丈
け
に
て
細
民
を
苦
し
め
る
さ
い
ふ

不
都
合
及
不
公
平
が
生
十
ゐ
。
第
四
に
は
、
之
に
よ

h
て
は
、
服
令
改
良
方
誌
に
よ
る
ご
し
て
も
、
勤
勢
所
得
者

に
し
て
源
泉
課
税
に
よ
る
最
高
限
の
も
の
ご
、
業
よ
り
も
高
当
・
所
持
に
於
り
る
黒
地
総
合
課
税
じ
従
ふ
大
勤
勢
所

持
者
さ
の
者
に
負
憶
が
急
激
に
異
る
ざ
い
ふ
や
;
な
不
公
卒
不
都
合
が
生
じ
得
る
。

此
事
は
源
泉
課
税
の
侠
勤
と
し
で
諾
撃
者
の
認
め
た
所
で
、
多
〈
い
ふ
ま
で
も
な
奇
と
と
だ
。

(
註
こ
ニ
)

、
ト
紅
白
咽
・
岬
J

f
E
S
四

国

E

・町、、

ア
り
九
ト
ア
は
、
減
払
課
税
法
が
租
枕
員
出
臨
む
館
者
を
強
化
ナ
と
免
L
、
ー

l
ベ
ル
ヒ
も
、
此
が
正
常
な
や
(
制
労
働
者
へ
の
)
組
税
聴

嫁
四
必
ず
し
も
保
詮
苫
れ
ぬ
と
い
ふ
侠
監
を
有
う
と
免
し
、
マ
イ
ャ
ー
は
、
此
が
波
野
設
と
し
て
、
此
が
之
を
捨
ふ
べ
J

害
者
(
努
働
者
)
か
ら
婚

は
れ
ず
し
て
雇
主
に
糠
嫁
せ
ら
る
る
と
と
の
あ
り
得
る
こ
と
が
事
げ
ら
る
る
と
い
却
。

は
い
嬬
明
ー
ー
ー
第
一
の
快
鮎
は
重
大
な
換
賠
に
は
相
違
な
い
が
、
併
し
別
に
我
邦
の
第
二
種
所
得
税
の
や
う
に

責
産
所
得
者
に
つ
い
て
同
一
故
知
ゐ
る
課
税
方
法
が
認
め
ら
る
、
以
上
は
、
此
も
忍
ば
れ
得
る
も
の
ご
し
て
良
い

第
二
の
棋
結
は
、
直
接
に
勢
働
者
に
就
き
て
課
し
て
も
其
が
可
な
り
多
〈
、
雇
主
に
轄
嫁
せ
ら
る
、
可
能
性
が
あ

っ
て
、
其
は
程
度
問
題
に
過
ぎ
ぬ
さ
も
い
は
れ
特
る
。
第
三
の
棋
賠
は
我
邦
の
第
二
種
所
得
税
に
も
存
す
る
棋
貼

た
る
の
み
な
ら
や
、
此
勢
働
者
の
給
料
税
が
間
接
消
費
税
に
代
り
得
る
だ
け
に
て
は
、
其
消
費
税
に
て
は
一
層
小

所
得
を
有
っ
た
細
民
に
も
及
ぶ
の
に
、
此
に
て
は
小
所
得
者
さ
い
ひ
僚
、
実
よ
り
は
荷
高
き
所
得
者
に
の
み
課
せ

E量

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
枕
と
し
て
の
)
論

七

叢

第
三
十
巻

八
七
七

第
大
披
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Z肯

叢

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
涙
泉
課
税
と
し
て
白
)
論

第
三
十
巻

八
七
八

第
六
競

i¥. 

ら
る
、
じ
於
て
、
主
に
比
し
て
、
未
だ
ま
し
だ
さ
い
ひ
得
る
。
第
四
の
快
賠
は
、
夫
の
改
良
方
法
の
第
二
に
於
け

る
が
如
〈
、
給
料
所
得
か
ら
し
て
の
控
除
額
を
、
給
料
の
大
小
に
逆
比
し
て
増
減
し
且
つ
累
進
宰
の
最
低
殺
の
率

を
、
此
給
料
税
の
最
高
級
の
負
権
率
さ
通
営
に
調
和
せ
し
め
る
こ
ぜ
じ
よ
り
て
除
か
れ
る
こ
ぜ
が
出
来
る
。

何
一
位
曾
政
策
上
ー
ー
に
は
、
右
公
平
課
税
上
の
第
三
の
験
結
ぎ
し
て
い
ふ
如
く
に
、
小
所
得
の
勢
働
者
の
給
料

の
減
少
さ
も
な
っ
て
、
彼
を
苦
し
め
る
さ
い
ふ
こ
さ
が
超
h
得
る
が
、
此
が
蝦
h
ノ
じ
企
業
者
仁
よ
り
携
は
れ
て
納
骨

働
者
の
給
料
の
誠
少
乏
な
ら
な
か
っ
た
さ
し
て
も
・
其
れ

rη
企
業
者
の
生
産
費
を
大
な
ら
し
め
、
主
一
を
企
業
者

が
利
盆
減
少
さ
し
て
甘
受
し
な
い

rげ
に
て
は
、
物
の
債
格
の
中
に
込
め
て
消
費
者
じ
負
は
せ
る
こ
さ
に
な
り
、

其
れ
が
や
が
て
小
所
得
者
、
特
に
主
f
し
し
て
勢
働
者
の
生
活
を
苦
し
め
る
こ
さ
に
も
な
り
得
る
。
尤
も
此
非
難
中

前
竿
に
闘
す
る
だ
げ
に
て
は
、
間
接
消
費
税
に
比
し
て
は
大
腰
、
比
較
的
高
き
所
得
者
に
関
す
る
だ
け
、
ま
だ
ま

し
な
ち
の
だ
三
い
は
れ
得
る
。

間
課
税
技
術
上
l

l
じ
は
此
方
法
の
潟
め
に
、
徴
枕
機
関
ぜ
な
る
所
の
雨
主
に
於
て
面
倒
の
多
く
な
る
さ
い
ふ

こ
さ
が
快
勤
で
あ
る
韮
二
四
)
。
官
騒
に
で
も
之
が
取
締
の
勢
は
か
、
る
が
、
其
は
所
詮
、
直
接
融
労
働
者
課
税
に
て

も
避
り
ら
れ
な
い
。
恒
し
雇
主
仁
於
い
る
厄
介
は
、
間
接
消
費
税
に
於
け
る
生
産
者
商
人
の
厄
介
さ
斉
し
く
、
此

も
圃
家
の
大
事
の
前
に
は
忍
ば
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

(
註
ニ
四
」

ア
P
R
ト
ア
が
、
此
方
法
に
於
け
る
復
雑
の
不
便
と
い
ひ
、
手

I
ツ
エ
ル
が
、
此
方
法
に
於
け
る
厄
介
と
い
ふ
は
此
を
指
ナ
。
チ
ス



力
日
炉
、
租
務
官
爵
に
と
り
で
も
大
な
る
鈴
計
白
仕
事
を
加
ふ
と
然
ナ
の
は
疑
は
し

v
c

'O:L.込
ロIft:¥

' 

以
上
要
之
、
給
料
税
は
一
の
新
粧
で
あ
り
、
創
設
後
目
前
浅
く
、
未
熟
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

一
の
所
得
課
税

方
法
ど
し
て
興
味
わ
る
も
の
で
ゐ
h

、
問
接
消
費
税
に
よ
る
持
働
者
課
税
か
ら
し
て
直
接
所
得
課
税
に
よ
る
持
働

者
課
税
ヘ
の
一
過
渡
方
法
ど
も
見
ら
れ
る
。
一
公
平
課
税
の
見
地
か
ら
見
て
何
割
程
か
不
都
合

r一
ぺ
其
も
或
度
ま
で

瀞
明
せ
ら
れ
る
し
、
特
に
間
接
消
費
税
に
比
し
て
は
む
し
ろ
勝
る
も
の
で
あ

h
、
経
梼
上
不
得
策
の
や
う
で
も
あ

る
が
、
此
む
逆
に
却
っ
て
合
理
化
促
誕
ご
な
る
さ
も
い
へ
る
し
、
特
じ
課
税
技
術
上
ド
は
一
層
簡
軍
化
ち
れ
K
A官

理
化
さ
れ
た
方
法
で
あ
り
矯
め
に
財
政
牧
入
は
増
加
し
、
間
接
消
費
税
に
比
し
℃
は
一
層
多
〈
勢
働
者
の
国
民
自

畳
を
進
め
、
且
つ
何
程
か
直
接
勢
働
者
じ
課
す
る
よ
り
は
、
負
措
を
一
一
層
軽
易
な
ら
し
め
、
目
公
平
課
税
上
、
枇
舎

政
策
上
に
も
多
少
の
意
味
が
ゐ
る
。

で
此
は
絶
割
に
良
、
き
課
税
ぜ
は
い
へ
ぬ
け
れ
ざ
も
、
兎
も
角
、
時
代
の
潮
流

に
乗
っ
て
来
た
一
の
課
税
方
法
ざ
し
て
特
じ
注
目
す
る
の
値
ゐ
h
ノ
さ
鴻
す
韮
二
一
色
。

(
註
ニ
五
)

リ
ン
ナ

l
は
、
特
に
濁
逸
現
下
の
時
勢
よ
り
見
て
、
課
税
掠
則
白
州
断
に
時
化
が
現
は
れ
な
〈
て
は
な
ら
な
か
づ
た
。
特
に
社
曾
政

策
的
原
則
は
、
経
瀦
政
策
的
原
則
の
後
に
退
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
ワ
た
。
租
税
慢
系
白
根
本
棚
酬
は
、
給
付
能
力
に
よ
る
課
税
た
る
ペ
奇
で
は

な
〈
し
て
、
む
し
ろ
園
民
経
湾
的
生
産
力
白
出
来
る
だ
け
の
進
捗
、
及
出
来
る
だ
け
の
簡
単

E
ワ
小
費
徴
収
で
な
け
れ
ば
な
b
ぬ
と
い
ふ
て
底

油る。
言命

給
料
(
所
得
税
に
於
け
る
給
料
の
源
泉
課
税
と
し
て
の
)
論

九

第
三
十
巻

叢

第
六
時
眠

八
七
九
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